



















































































































1．書名：La Fête selon Mallarmé – République, catho-
































































G.　リンハートの民族誌 Divinity and Experience : 
The Religion of the Dinka（1961）がなし遂げた，
ディンカの人々が生きて日々経験する神々の神性
（divinity）の実に濃密で奥深い記述だろう。同書
は難解だが，一般の読書子にもアフリカの精神世
界の豊さの片鱗を伝えたいと願ってきた私には，
アコルの手になる本書との出会いは運命的にさえ
思えた。
　本書の平明な文体と独特のリズム感を損なわず
に訳出するには，私の日本語はいかにも拙く，不
十分だっただろう。しかし，アコルの原稿に魅せ
られたアブクが精根を込めて描いた幾葉もの見事
な挿絵が，その欠点を十分に補ってくれるに違い
ない。恐ろしく，そしてとても美しい本だ。
 （小馬　徹）
田上　繁（編）『肥前　渋江諸家　文書目録』
神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科，A4版，
2010年 3月
ページ数，516頁
　本書は，本学歴史民族資料学研究科（歴民）と
本学日本常民文化研究所（常民）を横断する小さ
な研究会が 2000年から取り組んできた，「河童水
神信仰の宗家」肥州渋江家の文書群の目録化の成
果である。肥後渋江家については，既にいずれも
本書と同様に大部な『渋江公昭家　文書目録』
（一～三）を出している。本書は，このシリーズ
の第四巻に相当し，かつその完結を画する記念的
な巻でもある。
　ところで，歴として編者（田上）がいるのに，
私が本書を「自著」として紹介する事情を先ず簡
潔に説明しなければなるまい。実は，渋江諸家の
文書群は，前任校時代に当たる 1980年代から私
が長年各地に探し求めた結果，漸く奇跡的に「発
見」した史料群である。アフリカ研究を専門とす
る人類学徒である私は，日本史研究として十分耐
え得る同文書群の目録化の実現のために，日本近
世史の専門家である（歴史常民の同僚）田上繁に
協力を依頼し，院生教育も兼ねて研究会を組織し
た。以来，田上繁が目録刊行の編集に責任をも
ち，研究推進の屋台骨となってくれた。一方私は，
研究代表者として，各文書の解読に携ると共に全
4巻の全ての巻頭に長文の解題を書き記している。
　河童に関する文献資料は，大きく近世後半，特
に文化文政期（19世紀初頭）に偏っており，し
かも同工異曲のたった一葉か数葉程度のものがほ
とんどだ。ところが，渋江家の河童水神信仰の始
まりはこの時期を数世紀遡り，残された文書も
（中世期のものは乏しいが）膨大な点数を数える。
柳田国男が知ろうと稀求してついに知り得ず，折
口信夫が夢想だにしなかった河童信仰の淵源とし
ての渋江水神に関する文書を，大量の影印（つま
り写真版）とその翻刻（即ち，活字化したテクス
ト）を添えて誰もが利用できるようにしたのは画
期的だ。本書の刊行を機に，河童信仰研究は，全
面的に見直されるであろう。
 （小馬　徹）
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桑野隆・長與進編著，小林潔他著
『ロシア・中欧・バルカン世界のことばと文化』
成文堂　2010年 6月 10日
ページ数　338頁
　早稲田大学国際言語文化研究所による「世界の
ことばと文化シリーズ」の第 7巻で，畑惠子・山
﨑眞次編著，加藤薫・新木秀和他著『ラテンアメ
リカ世界のことばと文化』（2009年 7月）に続く
ものである。
　『ロシア・中欧・バルカン世界のことばと文化』
という地域名の挙げ方は熟していないものかもし
れない。このタイトルはソ連崩壊後の当該地域の
体制転換を踏まえてあえて採用された。本書の記
述対象はスラヴ圏を中心として他にルーマニア，
ハンガリー，カレリアを含み，執筆者は 16名で
ある。5部構成全 16編の記事のテーマは総論で
ある序章を皮切りに言語，歴史，地理，文学，芸
術，学術とさまざまで，各部の題目だけでもその
多様性がうかがえる。すなわち，I．スラヴ語世
界への誘い（4編），II．バルカン地域における言
語文化の諸相（2編），III．ロシア・中欧世界の
芸術と文化（3編），IV．国家の展開と言語の変
容（3編），V．「辺境」における言語文化の形成
（3編），である。各国の基礎情報も「資料」とし
て付せられ，使い勝手の良いものとなっている。
　小林は第 1部第 2章に「スラヴの文字と文化
　　グラゴール文字とキリル文字の来歴が示すも
の　　」（38–56頁）を掲載，スラヴの 2つの文
字の由来と文字改革の経緯，文字と文化・宗教・
歴史との関わりを論じた。
 （小林　潔）
寺﨑英樹，エンリケ・コントレーラス（共著）
『デイリーコンサイス西和・和西辞典』
三省堂，2010年 5月刊
ページ数　1335ページ
　ポケット判のデイリーコンサイス・シリーズの
1冊で，実務，学習など多様な目的に応えるため
実用性と十分な語彙を提供することを目標として
編纂した。西和の部はクラウン西和辞典の語彙リ
ストが基礎になっているが，時事用語，科学技術
用語などの新語や中南米の語彙を増強し，現代で
は使用がまれな語彙や成句は整理し，できるだけ
現代化を図った。西和の部は見出し・成句 7万 7
千項目，和西の部は見出し・用例 2万 5千項目を
収録した。編者は上記 2名であるが，他に編修委
員 6名が執筆に参加しており，その中の 1名は本
学の菊田和佳子准教授である。
 （寺﨑英樹）
